
 

    

現在人口増大と経済発展によって人類文明が持続可能か

どうかが、世界の課題になっています。宇部市が昨年 SDGs

未来都市に指定されたこともあり、当学習館としても、ESD

（持続可能な開発のための教育）に力を入れ、主体的且つ

本質的に考えることができ、積極的且つ計画的に行動でき

る、コミュニケーション力をもった人材の育成に貢献した

いと考えています。 

さて、「宇部市まちなか環境学習館条例」では、環境学習

館の事業として、以下の事業が定められています。 
 

①環境学習の推進及び情報の提供  

②市民の環境保全活動に係る情報の発信及び共有 

③市民の交流の促進及び環境の保全に貢献する人材の育成 

④その他市長が特に必要があると認める事業   
 

単なる受験勉強部屋の提供になりつつある現状を反省し

て、7月より学習室利用者のみなさんに、安易に学習館利 
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学習館では、まちなか環境学習館周辺

や銀天街アーケードを掃除しています。 

おそうじの後はお茶会でホッと 

ひと息♪世代を超えた会話で 

楽しいひとときを 

これに対応して、ESDの観 

点から環境の分野をすこし広げた「ブックコーナー」を

設けたり、模様替えも検討するとともに、山口大学国際

総合科学部の小川仁志先生にお願いして、優しい哲学カ

フェ「なぜ勉強する」や「人生どう生きる」と言ったテ

ーマで対話する特別企画も計画しています。 

せっかく多くの若者達が集まってくれる場所なので、

まちなか環境学習館が、多世代間の交流の場としての役

割が少しでも果たせるようになればと思います。 

 

第２回 ESD研修会 

日時：２０１９年 ８月３１日（土）１５:００～１７:００ 
場所：宇部市立図書館 2階 講座室 

【お問い合わせ : 宇部市まちなか環境学習館 TEL0836-39-8110】 

課題：山口県における ESD環境学習の現状と課題 

講師：酒井 理さん(山口県環境学習推進センター) 

    「ESDの視点に立った環境学習の推進」 

辻岡 博之さん(やまぐち総合教育支援センター) 

    「山口県の教員研修について」 
 

 

参加費：500 円(資料代)、高校生以下無料 

宇部市のいろいろな環境学習拠点の紹介、環境関連のイベントの 

お知らせなど、随時更新しています。 

「銀天エコプラザ」の詳しい紹介もあります。 

Facebookや Twitterへも、こちらからアクセスできます。 

銀天エコプラザも少しは 

多世代交流の場になるように 

８月２５日(日)１５：００～ 

学習館前に集合(道具は不要) 

 

主催：ESD うべ推進協議会  後援：宇部市教育委員会 

 

 当協議会の参事をお願いしている、お二方から、山口県に
おける ESD（持続可能な開発のための教育）環境学習の現状に
ついて、話題提供を頂いて、“SDGs（持続可能な開発目標）
未来都市”である宇部市に於いて、どのような取り組みをし
ていけばいいのかについて、活発な議論が出来ればと思い
ます。 

山口大学国際総合科学部 
小川仁志先生 

用者カードを忘れないこと、

年間 2回以上、環境関連の学

習会やイベントへの参加を

お願いしております。 

浮田正夫 



 

宇部市まちなか環境学習館 銀天エコプラザ
〒755‐0045 山口県宇部市中央町二丁目 11 番 21 号 

交通手段  ＪＲ宇部線：「宇部新川駅」徒歩 7 分 

宇部市営バス：「宇部中央バス停」徒歩 3 分 

駐車場 無し (近隣の有料駐車場等をご利用ください) 

TEL/FAX  0836‐39‐8110  E‐mail ubekuru@gmail.com 

開館時間   9 時～21 時  HP アドレス : http://ubekuru.com/ 

休館日  毎週火曜日、年末年始（12 月 29 日～１月３日） 

宇部新川駅 

銀天エコプラザ 

快活クラブ 

宇部市役所 

岡本医院 

CoCo壱番屋 

ANAクラウンプラザ 

ホテル宇部 

スーパーホテル 

Ｃｉｔｙ宇部 

国道 190 号 

真  

締  

川 

「宇部中央」バス停 

 
西京銀行 

「宇部市環境衛生連合会」の役員の肩書のもと「うべ環境

コミュニティー」に参加しています。皆さんご存知のように、宇部

市環境衛生連合会は、市との連携によりゴミの減量化やゴミの

分別の徹底など、市民へ啓蒙・啓発を行っているところです。 

ところで、この活動とは別に私が行っている地域ボランティア

「よりあい処西ヶ丘」の活動をご紹介いたします。「西ヶ丘」は、

宇部駅の裏に位置し、350世帯の自治会です。 

約１０年前に市の「ご近所福祉事業」の募集があり、そこか

ら活動を開始いたしました。 

まずは、「ご近所の顔」を知ってもらい、親しくなるという目標の

もと、「喫茶・よりあい処西ヶ丘」を開催することにしました。 

スタッフ 20名が集まり「月一回・喫茶」を始めることにし「手づ

くりのお菓子・コーヒー」を提供します。毎回 40 名程度が集ま

り大変にぎわっています。中には、９９歳の方も参加しています。 

次に、地域で何かできないかと考えました。高齢化は、どの

地域でも問題になっています。その解決策として市の「高齢者

総合支援課」「支援チーム」「包括支援センター」の協力のもと 

 

『健康寿命を延ばす』との目標を掲げ、「健康教室」の開催

や「スケアステップ（認知症予防運動）」を行っています。これ

は、「元気で長生き・ピンピンころり」を目指します。 

また、5 年前から「認知症徘徊模擬訓練」を宇部市で初め

て開催しています。「認知症」の理解を深めるため、大人だけ

でなく「中学生・高校生」の参加も近年増えてきています。 

更に今年度は「総合型地域スポーツクラブ」を新たに発足

に向けて頑張っています。 

このように地域でできることを継続的にするというスタンス

が「うべ環境コミュニティー」でも推進している「SDGs」の項

目のひとつ「すべての人に健康と福祉を」に向けて努力して

います 

 

令和に入り、くすぶっていた超高齢化社会の課題が改め

てクローズアップされてきました。 

今後、若者の負担がますます大きくなっていく中で、人生

100 年「シニアのいきがい創りと共生」は、地球環境

ecology への小さな歩みでもあり、地球環境価値

economyにも繋がってくるのではないでしょうか？ 

私たち、山口県アクティブシニア協会（通称：AYSA ア

イサ）は、シニアの今まで培ってきた知識と豊富な経験を

顕在化して、リユースする仕組み持っています。 

例えば、「地域の中小企業の支援」「出前講座・子供教室

等による学習支援（環境・職業）」「郷土の歴史研究」「シ

ニアの健幸づくり」等、多くのテーマで事業を取り組んでき

ました。 

 

 

環境活動団体紹介コーナー 

すべての人に健康と福祉を 

 

うべ環境コミュニティー会員         コラム 

トライアル 

AYSA西部部会は、会員 15名、 

賛助会員 1社、個人 2名の構成で活動しています。 

将来、穏やかな「二度童子
わ ら し

」を迎えるために、シニアの

「QOL」を大切にし、尊厳を生かした活動が、地球環境のエ

コに役立つものと確信しております。 

ご興味があれば、山口県アクティブシニア協会の HP を

ご覧ください。 

「eco(エコ)」とは？ 
ecology と economy 2つの意味が含まれています。 

NPO法人 山口県アクティブシニア協会 

NPO法人 山口県アクティブシニア協会 
西部部会 宮崎 修五 

http://ayas.jp 

宇部市環境衛生連合会 
副会長 新谷 弘昌 

認知症予防「スケアステップ」運動 風景 


